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つくばＪＣは例年に亘り公益事業を展開し、その活動は確実に地域の皆様に周知されて

います。このようなＪＣ活動に対して慢心することなく、日々進化をしながら、これから

も計画的な行動力で運動を展開していかなければなりません。つくばＪＣが活躍する情報

や現状を、より多く地域の皆様へ情報の発信をするとともに、活動の原動力となるつくば

ＪＣメンバー一人ひとりに着目しながら幅広く効果的に情報を発信することが必要です。  

 まずは、メンバーはもちろん、入会歴の浅いメンバーに各種大会や諸会議で多くの学び

や気づきを感じてもらうために、活動内容や魅力ある情報を伝えるとともに有意義な時間

を過ごせるようにスケジュール管理をし、積極的な参画へ支援します。そして、出向先で

活躍するＪＡＹＣＥＥの雄姿をメンバー全員で共有してもらうために、活動の様子をホー

ムページやＳＮＳを活用し、情報を発信します。さらに、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ誘致を視野

に入れた検証をするために、第６５回 ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ コタキナバル大会において

ブース出展し、つくばの「美」をアジアに向けて発信します。また、世界とのＪＣの友情

を拡げるために、綿密な日程調整をしながら韓国北大田青年会議所との交流事業を開催し、

姉妹締結の友好を深めます。そして、重点事項でもある会員の拡大をするために、局内で

入会予定者の情報を共有するとともに積極的な紹介をし、同じ志を持つ仲間を増やします。

さらに、気概と覚悟をもって永年に亘りつくばＪＣで活躍されてきた卒業生のために、感

謝と敬意を表すとともに思い出に残る卒業式例会を開催し、有終の美となる設えをします。 

効率的な情報発信でつくばＪＣの運動を次代につなげ、つくばの魅力を地域の皆様へ伝

えながらＪＣとの絆を紡いでいきます。私達の住み暮らすまちは今まで以上に活性化し、

つくばＪＣがまちづくりの礎となり、メンバー一人ひとりが美しいつくばを創造します。  

 

〔事業計画〕  

１．各種事業取材、原稿依頼の対応、プレスリリース  

２．ホームページの構築、管理及び更新  

３．ＳＮＳ等を利用したＬＯＭ内事業及びつくばの魅力情報発信  

４．広報誌の作成及び発行  

５．「つくらぶ」の刷新及び管理  

６．諸会議・各種大会への参加推進、窓口及び出向者支援  

７．卒業式例会の開催  

８．第６５回 ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ コタキナバル大会ジャパンナイトでのブース出展  

９．会員拡大  

 

 

 

    


